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富士駅北口再整備事業に伴う
都市計画の決定・変更について

資料２
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令和７年度の都市計画審議会（令和８年１月を予定）において
ご審議いただく、富士駅北口再整備事業に係る都市計画決定案
件について、事前に事業の概要と都市計画の変更内容について
ご報告します。
富士駅北口再整備事業とは
北側敷地で行う市街地再開発事業と
駅前敷地で行う駅前広場整備事業の
2事業の総称であり、

富士駅北口約1.9haにおいて、老朽化
した建物を建て替えるとともに、道
路・駅前広場の整備を一体的に進め、
富士山の景観を活かした機能的で魅
力あふれる駅前空間の創出を図る事
業です。

都市計画審議会
報告内容について

富士駅北口
再整備事業
の区域
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１ 市街地再開発事業について
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事業区域等について
【事業区域図】

市街地再開発事業
地権者が再開発組合を組織し、
建物を更新するほか、道路や
広場を再開発事業により整備
します。
駅前広場整備事業
富士市が駅前広場を再整備
するとともに、駅前広場を
立体的に活用した公益施設を
整備します。

富士駅北口
再整備事業
の区域

市街地再開発事業について
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年度 実施内容
Ｈ20 ・まちづくり基本構想の策定開始 ❏庁内検討開始

Ｈ21 ❏地元有志によるまちづくり勉強会

Ｈ22 ・まちづくり基本構想策定
❏富士駅北口周辺地区顔づくり研究会（2回）
❏顔づくり研究会分科会（3分科会・各3回）
51名参加

Ｈ23 ・富士駅北口周辺地区市街地
総合再生基本計画策定

❏基本計画策定委員会開催（3回）
❏富士駅周辺地区顔づくり研究会（2回）
❏パブリック・コメント

Ｈ26 ・きたぐち再整備検討会設立

Ｈ28 ・市街地再開発準備組合設立

Ｒ4 ・市街地再開発事業都市計画決定

Ｒ5 ・再開発組合設立

Ｒ6 ・事業計画認可

市街地再開発事業検討の経緯
【経緯】

市街地再開発事業について
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市街地再開発事業について
事業概要①

道路廃止

【現況図】

一方通行の多い分かりづらい
道路網を解消するため、市道
本町８号線を廃止し、西側の
県道鷹岡富士停車場線を対面
通行化します。
また、本道路を廃止すること
で、新たに大きな街区を形成
します。

駅前広場
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市街地再開発事業について
事業概要②
【計画図】

道路（幹線）
道路（本町8号線）の
廃止に伴い、本道路
（鷹岡富士停車場
線）を対面通行化し、
通過交通の主動線を
集約します。

道路
生活道路として整備します。緑地

まちなか緑地として
整備します。

緑地
緑化を図りつつ、駅前に必
要となる駅送迎車待機場及
び交番を整備します

宅地
土地の高度利用を図り、駅
前の賑わいを創出する商業、
住宅、専門学校等の複合施
設を整備します。

駅前広場
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整備後のイメージ（駅前景観）①

住宅︓100戸

店舗︓約2,500㎡（合計）
広場︓約1,000㎡

専門学校︓約1,000㎡

市街地再開発事業について

9
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整備後のイメージ（駅前景観）②

富士本町通り

店舗・駐車場棟
２-５F︓駐車場▶230台
１F ︓店舗

店舗・住宅棟
3F-12F︓住宅
1F-2F ︓店舗

市街地再開発事業について



11

２ 駅前広場整備事業について
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事業区域等について
【事業区域図】

市街地再開発事業
地権者が再開発組合を組織し、
建物を更新するほか、道路や
広場を再開発事業により整備
します。
駅前広場整備事業
富士市が駅前広場を再整備
するとともに、駅前広場を
立体的に活用した公益施設を
整備します。

富士駅北口
再整備事業
の区域

駅前広場整備事業について
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事業概要
駅前広場整備事業について

富士駅

道路
駅前広場の工事と合
わせ、富士停車場伝
法線の車道及び歩道
の改修工事を行いま
す。

デッキ
駅舎及び公益施設と
再開発ビルをつなぐ
デッキを整備します。公益施設

都市機能整備構想に
基づき、本市の玄関
口に相応しい公益施
設の整備を行います。

駅前広場
交通結節点としての
利便性及び安全性の
向上を図るため、配
置等を見直します。

再開発ビル
【事業概要図】

※各施設計画につい
ては、現在、施設
管理者と協議中
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配置案（1F）
駅前広場整備事業について

一般車乗降場 ６台

待合室
トイレ

タクシー乗車場２台
タクシー降車場２台
予約車両 ２台

階段・EV

タクシープール
２０台

駅送迎車待機場１５台
(内1台身障者用)

交番

身障者用駐車場１台 バス乗降場３台
コミバス乗降場１台 待合室
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駅前広場の施設数の比較
駅前広場整備事業について

施設名 現状の数 整備後の数 増減

一般車乗降場 ４台 ６台 ＋２台

駅送迎車待機場 ７台 15台 ＋８台

バス乗降場 ４台 ４台 ±０台

タクシー乗降場 ４台 ４台 ±０台

タクシープール 30台 20台 −10台
身障者用駐車場 ０台 １台 ＋１台

待合室 なし 50㎡ ＋50㎡



16

配置案（２F︓駅改札階）
駅前広場整備事業について

公益施設

再開発ビル

デッキ（既存再利用を検討）

デッキ（新設）

JR富士駅

階段・EV
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年度 実施内容

Ｒ1 ・公益施設整備構想作成開始 ❏全国の公共施設利用者数調査
❏市役所関係課ヒア（21課）

Ｒ2
❏市政モニター調査
❏富士駅利用者ニーズ調査
❏専門家、学識者ヒアリング（8機関）

Ｒ3 ❏公益施設整備に係る座談会（13回）
❏市民懇話会（3回）

Ｒ4 ・富士駅北口都市機能整備
構想策定

❏富士駅北口駅まちデザイン・
公益施設整備運営等研究会
（有識者研究会）（4回）

❏パブリック・コメント

R５ ・基本設計者選定
・運営企画支援者選定 ❏設計ワークショップ（公募40名）（2回）

Ｒ6 ・基本設計完了

公益施設整備検討の経緯
駅前広場整備事業について

ブック&カフェ
本屋・図書スペース

etc

フリースペース
チャレンジショップ

自習室 etc

【経緯】
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公益施設の外観イメージ
駅前広場整備事業について

18
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公益施設の導入機能等①
駅前広場整備事業について

再開発建物

富士駅北口

デッキ

富士山テラス

2F

2.5F

1.5F

3F

1F

キッズスペース

エントランス ブック＆カフェ

ものづくりSTEAMラボ

スタディ＆ワークコーナー

待合室 チャレンジショップ トイレ

公益施設
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公益施設の導入機能等②
駅前広場整備事業について

CGアニメーション
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今後の予定等
駅前広場整備事業について

デッキ供用開始予定
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３ 都市計画の決定（変更）案
について

良好な都市づくりを進めるため、道路・公園などの施設や土
地の使い方に関するルールを定める計画

都市計画とは・・・

土地利用都市施設 市街地開発事業
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都市計画の決定（変更）案について
都市計画の内容について
駅前広場整備事業を実施するために必要となる
以下の都市計画の決定及び変更を行います。

①都市計画道路（変更）
・富士停車場厚原線（富士駅北口駅前広場）
・富士駅伝法線

②その他交通施設（決定）
・富士駅北口交通広場、立体都市計画

土地利用
③地区計画（変更）
④防火地域（変更）

都市施設
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都市計画の決定（変更）案について
都市施設の都市計画決定等について①

加島線いらな
い

JR休養室等（移転予定） 交番 JR駅長室等（移転予定）

一般車乗降場

タクシー乗降場

一般車一時駐車場

【現状の都市計画】

JR富士駅

(都)富士停車場厚原線

(都)富士停車場厚原線（富士駅北口駅前広場）

(都)富士駅伝法線

起点

起点

24
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【都市計画の変更案】

都市計画の決定（変更）案について
都市施設の都市計画決定等について②

JR富士駅

起点

(都)富士停車場厚原線

(都)富士停車場厚原線（富士駅北口駅前広場）

(都)富士駅伝法線

25
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都市計画の決定（変更）案について
都市施設の都市計画決定等について③
【都市計画の変更案】【都市計画の変更案】

JR富士駅

起点

(都)富士停車場厚原線

(都)富士停車場厚原線（富士駅北口駅前広場）

(都)富士駅伝法線

(その他交通施設)富士駅北口交通広場 26
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都市計画の決定（変更）案について
都市施設の都市計画決定等について④
【立体都市計画とは】
交通施設等の都市施設を整備する際に必要な範囲を立体的に定めるこ
とで、これら都市計画施設の区域内について、建築制限を除外するこ
とが可能となる制度です。

（平面図）

AB

（断面図） 駅前広場

公益施設

立体的に区域を定める

その他
交通施設
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都市計画の決定（変更）案について
都市計画の内容について
駅前広場整備事業を実施するために必要となる
以下の都市計画の決定及び変更を行います。

①都市計画道路（変更）
・富士停車場厚原線（富士駅北口駅前広場）
・富士駅伝法線

②その他交通施設（決定）
・富士駅北口交通広場、立体都市計画

土地利用
③地区計画（変更）
④防火地域（変更）

都市施設
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都市計画の決定（変更）案について
土地利用の都市計画決定等について①
【地区計画とは】

地区計画とは、ある一定のまとまりを持った「地区」を対象に、そ
の地区の実情に合ったよりきめ細かい規制を行う制度です。
また、市民に最も身近な詳細計画として位置づけを与えられた計画

であり、地区レベルでの市街地形成をコントロールするため、それぞ
れの地区の特性に応じて、建築物の用途や形態などの土地利用に関す
る計画を定めることが可能となる制度です。
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都市計画の決定（変更）案について
土地利用の都市計画決定等について②
【現状の地区計画】

商業住宅
協調地区

①

商店街
地区

交流拠点
地区

商業住宅
協調地区

② 駅前拠点地区

～ 交流拠点地区 ～
 住宅、店舗及び交流活動を促す公益施設が一
体的に機能する土地の高度利用の促進

 富士山の眺望点や賑わい空間を創出し、駅前
にふさわしい拠点の形成

 商店街としての景観の統一性や連続性の確保
 商業・業務用途を中心とした土地利用の促進

～ 商店街地区 ～

～ 商業住宅協調地区① ～

 けやき通りの景観と調和した建物形態に努める
 居住環境、商業環境双方に配慮した土地利
用の促進

～ 商業住宅協調地区② ～

 富士駅と本地区西側地域との歩行者動線の確
保

 居住環境、商業環境双方に配慮した土地利
用の促進

～ 駅前拠点地区 ～

 駅前広場を効率的に活用し交通結節機能及
び公益施設の配置

 公共交通利用者の利便性向上や賑わいを創
出し、市の玄関口にふさわしい拠点の形成

富士駅北口周辺地区計画

約３.０ｈａ
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都市計画の決定（変更）案について
土地利用の都市計画決定等について③
【地区計画の変更案】

商業住宅
協調地区

①

商店街
地区

交流拠点
地区

商業住宅
協調地区

② 駅前拠点地区

【現状】

駅前拠点地区

【変更案】

駅前拠点地区

①

①

②

②
①都市計画道路に合わせて変更
②駅前広場整備事業に合わせて変更

【変更内容】
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都市計画の決定（変更）案について
土地利用の都市計画決定等について④
【防火地域・準防火地域とは】

防火地域や準防火地域とは、都市の防火対策上から市街地の中心部
などで、土地利用度や建築密度が高く防災上特に重要な地域をこの地
域に指定し、建築基準法により建築材料、構造等の規制を行い、市街
地における火災の危険を防除しようとするものです。
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都市計画の決定（変更）案について
土地利用の都市計画決定等について⑤
【現状の防火地域・準防火地域】

防火地域 準防火地域

①

②
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都市計画の決定（変更）案について
土地利用の都市計画決定等について⑥
【防火地域・準防火地域の変更案】

防火地域 準防火地域

①新設道路に合
わせて変更

②駅前広場整備事業に合わせて変更
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都市計画の決定（変更）案について
都市計画決定に向けた今後の流れ
今後、市・県の都市計画審議会を経て、都市計画決定の告示
と地区計画の条例の施行を行う予定です。

時期 内容

令和7年2月17日・24日 説明会（開催済み）

令和7年8月 富士市条例に基づく縦覧
令和7年9月 公聴会
令和7年11月 都市計画法に基づく法定縦覧

令和8年1月
富士市都市計画審議会
条例を市議会に上程

令和8年2月 静岡県都市計画審議会

令和8年3月 都市計画決定告示、条例施行


